
特
別
展

「
千
島
・
樺
太
・
北
海
道 

ア
イ
ヌ
の
く
ら
し

―
ド
イ
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
」

会
期
　
12
月
6
日
（
火
）
ま
で

会
場
　
特
別
展
示
館

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
み
ん
ぱ
く
映
画
会

「A
inu P

ast and
 P

resent

―
マ
ン
ロ
ー
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」

日
時
　
12
月
4
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

　
　
　（
開
場
13
時
）

会
場
　
講
堂
（
先
着
4
5
0
名
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

※
当
日
10
時
か
ら
講
堂
入
口
に
て
整
理
券
を
配
布

お
問
い
合
わ
せ
先

広
報
企
画
室
　
企
画
連
携
係

電
話
　

0
6・
6
8
7
8・
8
2
1
0

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

12
月
3
日
（
土
）

◆
み
ん
ぱ
く
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ロ
ン

12
月
4
日
（
日
）

※
詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館 

講
堂

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時
（
13
時
開
場
）

定
員　
４
５
０
名
（
当
日
先
着
順
）

参
加
費　
無
料
（
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
は
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

第
4
0
3
回
　
12
月
17
日（
土
）

中
東
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
―
し
た
た
か
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

講
師　
菅
瀬
晶
子 （
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
）

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
人
口
の

90
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め

る
中
東
で
、
圧
倒
的
少
数
派

な
が
ら
、「
イ
エ
ス
が
生
ま

れ
育
っ
た
土
地
」
に
生
き
る

者
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
キ

リ
ス
ト
教
徒
た
ち
。
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
彼
ら
の
日

常
生
活
や
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒

と
の
関
係
、
歴
史
の
な
か
で

の
役
割
を
、
パ
レ
ス
チ
ナ
や

レ
バ
ノ
ン
な
ど
、
東
地
中
海

地
域
の
事
例
を
も
と
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

第
4
0
4
回
　

1
月
21
日（
土
）

【「
た
っ
ぷ
り
ア
メ
リ
カ
―
春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」関
連
】

ア
メ
リ
カ
南
西
部
先
住
民
の
宝
飾
品

講
師　
伊
藤
敦
規
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

助
教
）

き
ら
め
く
銀
、
空
色
の
ト
ル

コ
石
、
太
陽
の
赤
の
サ
ン
ゴ
。

ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
先
住
民

の
宝
飾
品
は
広
く
世
界
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域

の
民
族
集
団
に
特
徴
的
な
宝

飾
品
の
様
式
を
ご
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
民
族
集
団
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
創
出
し
た
ホ
ピ

族
の
宝
飾
品
産
業
の
歴
史
と

現
状
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

国立民族学博物館友の会　電話06-6877-8893（平日9時～17時）　FAX06-6878-3716  
 http://www.senri-f.or.jp/      e-mail minpakutomo@senri-f.or.jp

電話  06-6876-3112
FAX  06-6876-0875
e-mail shop@senri-f.or.jp
水曜日定休

ウェブサイトもご覧ください。
オンラインショップ
「World Wide Bazaar」

http://www.senri-f.or.jp/shop/

み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

友の会

国立民族学博物館
ミュージアム・ 
ショップ

い
ま
、
南
米
産
の
ア
ル
パ
カ
を
つ
か
っ
た
セ
ー
タ
ー
や
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
、
手
袋
、
耳
あ
て
帽
な
ど
を
た
く
さ
ん
と
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

生
後
1
年
の
ア
ル
パ
カ
の
産
毛
は
「
ベ
ビ
ー
ア
ル
パ
カ
」
と
よ

ば
れ
、
非
常
に
柔
ら
か
く
、
保
温
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
つ
か
っ
た
製
品
は
、
寒
い
冬
で
も
ほ
っ
こ
り
あ
た
た
か
く
、

冷
え
た
体
と
心
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

お
気
に
入
り
の
ア
ル
パ
カ
を
見
つ
け
に
、
ぜ
ひ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

会
期
　

2
0
1
2
年
1
月
7
日（
土
）〜
3
月
25
日（
日
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

「
ア
ン
デ
ス
の
楽
器「
マ
ト
ラ
カ
」を
つ
く
ろ
う
」

日
時
　

2
0
1
2
年
1
月
9
日
（
月
・
祝
）　
13
時

30
分
〜
16
時
30
分

会
場
　
第
3
セ
ミ
ナ
ー
室
及
び
第
4
セ
ミ
ナ
ー
室

※
要
申
込
、
参
加
費
8
4
0
円
（
材
料
費
な
ど
実
費
）

お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先

財
団
法
人
千
里
文
化
財
団

電
話
　

0
6・
6
8
7
7・
8
8
9
3

※
た
っ
ぷ
り
ア
メ
リ
カ
関
連
の
み
ん
ぱ
く
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
左
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

「
ウ
メ
サ
オ
タ
ダ
オ
展
―
未
来
を
探
検
す
る
知
の

道
具
―
」

今
春
み
ん
ぱ
く
で
開
催
さ
れ
て
い
た
特
別
展
「
ウ
メ

サ
オ
タ
ダ
オ
展
―
知
的
先
覚
者
の
軌
跡
」
を
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
、
と
く
に
「
情
報
産
業

論
」
に
関
す
る
展
示
が
増
え
ま
す
。

会
期
　
12
月
21
日（
水
）〜
2
0
1
2
年
2
月
20
日（
月
）

友
の
会
講
演
会（
大
阪
）

会
場　
国
立
民
族
学
博
物
館　
第
５
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員　

96
名
（
当
日
先
着
順
、
会
員
証
提
示
）

◆「
た
っ
ぷ
り
ア
メ
リ
カ

　

 

―
春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」関
連

第
4
0
3
回
　

1
月
7
日（
土
）14
時
〜
15
時

【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
醍
醐
味
を
語
る
】

ア
マ
ゾ
ン
川
上
流
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化

│
ボ
リ
ビ
ア
、
モ
ホ
ス
平
原
の
自
然
と
歴
史
│

講
師　
齋
藤 

晃
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
の
南
西
の
端
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
と
の
狭
間
に

は
、
日
本
の
総
面
積
の
約
半
分
に
相
当
す
る
広
大
な
平
原
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
高
温
多
湿
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
お
け
る
人

び
と
の
暮
ら
し
、
そ
し
て
西
欧
と
の
接
触
以
降
の
複
雑
な
歴
史

を
、
わ
た
し
の
個
人
的
体
験
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
0
4
回
　

2
月
4
日
（
土
）
14
時
〜
15
時

【
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
醍
醐
味
を
語
る
】

マ
ヤ
か
ら
世
界
へ

│
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
体
験

講
師　
鈴
木 

紀
（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

◆「
た
っ
ぷ
り
ア
メ
リ
カ

　

 

―
春
の
み
ん
ぱ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」関
連

親
子
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1
．ア
ン
デ
ス
の
楽
器
「
マ
ト
ラ
カ
」
を
つ
く
ろ
う
　

 

1
月
9
日
（
月
・
祝
）

2
．ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
カ
ー
ニ
バ
ル
の
仮
面
を
つ
く
ろ
う

 

2
月
12
日
（
日
）

3
．ひ
ょ
う
た
ん
の
楽
器
を
つ
く
ろ
う
│
ホ
ピ
の
く
ら
し
と
お
天
気

 

3
月
10
日
（
土
）

※
す
べ
て
要
申
込
。
内
容
や
費
用
な
ど
の
詳
細
は
上
記
友
の
会

ま
で
。

第
64
回
体
験
セ
ミ
ナ
ー

進
化
す
る
日
本
酒
づ
く
り
│
伏
見
か
ら
世
界
へ（
仮
）

日
時
　

2
月
26
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
16
時

〈
訪
問
先
〉
御
香
宮
神
社
、
月
桂
冠
大
倉
記
念
館
ほ
か

※
申
込
先
着
順
。
内
容
や
費
用
な
ど
の
詳
細
は
上
記
友
の
会
ま
で
。

年
末
年
始
展
示
イ
ベ
ン
ト

「
た
つ
」

2
0
1
2
年
の
干
支
で
あ
る
「
た
つ
」
を
テ
ー
マ

に
、
み
ん
ぱ
く
所
蔵
の
資
料
や
写
真
、
世
界
各
地
の

「
た
つ
」
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
情
報
を
パ
ネ
ル
な

ど
を
使
っ
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本
館

展
示
場
内
の
「
た
つ
」
資
料
を
探
し
に
行
く
催
し

も
開
催
し
ま
す
。
年
末
年
始
の
1
日
を
、
世
界
の

人
び
と
と
「
た
つ
」
の
つ
な
が
り
を
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

会
期
　
12
月
15
日（
木
）〜
2
0
1
2
年
1
月
31
日（
火
）

会
場
　
本
館
展
示
場
内

IN
D

A
S 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

"M
ed

ia and
 Pow

er in C
o

ntem
p

o
rary 

So
uth A

sia"
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
発
展
す
る
既
存
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
や
、
新
技
術
に
触
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
・
メ

デ
ィ
ア
が
南
ア
ジ
ア
の
社
会
や
権
力
の
あ
り
方
の
変

容
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
多
角
的
に
検
討
し
ま
す
。

（
発
表
討
論
は
英
語
。
通
訳
な
し
）

日
時
　
12
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）
10
時
30
分

〜
18
時 （
両
日
と
も
）

会
場
　
第
5
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員
　
15
名

※
参
加
無
料
、
要
申
込

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記

の
上
、
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
メ
ー
ル
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

人
間
文
化
研
究
機
構
「
現
代
イ
ン
ド
地
域
研
究
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
国
立
民
族
学
博
物
館
拠
点
事
務
局

E
-m

ail: m
in

d
as@

id
c.m

in
p

aku
.ac.jp

「
た
っ
ぷ
り
ア
メ
リ
カ

―
春
の
み
ん
ぱ
く

フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」

雪
と
氷
の
地
、
乾
燥
し
た
砂
漠
や
草
原
、
熱
帯
雨
林

な
ど
の
多
様
な
自
然
。
古
代
文
明
の
興
亡
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
よ
る
植
民
地
化
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
か

ら
の
移
民
な
ど
の
重
層
的
な
歴
史
。
そ
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
と
文
化
の
出
会
い
と
交
わ
り
。
ア
メ
リ

カ
の
多
様
性
と
奥
行
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
を
た
っ
ぷ
り
用
意
し
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
暖
か
い
ア
ル
パ
カ
と

過
ご
し
ま
せ
ん
か

ポンチョ １４，７００円
ベレー帽 １，５７５円
手袋 １，８９０円（すべて税込み）
※他セーターやカーディガン、ベストなど色々取りそろえております。

会
場
　
日
本
科
学
未
来
館

 

東
京
都
江
東
区
青
海
2
―
3
―
6

電
話
　

0
3
・
3
5
7
0
・
9
1
5
1
（
代
表
）

h
ttp

://w
w

w
.m

iraikan
.jst.g

o
.jp

/

●
展
示
場
新
構
築
の
お
知
ら
せ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ゾ
ー

ン
が
来
年
3
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
1
月
上
旬
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
が
、
展

示
場
新
構
築
工
事
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
展
示
の
見
納
め
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

展
示
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
休
館
日
・
無
料
観
覧
日
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
は
12
月
28
日
（
水
）
か
ら
1
月
4
日

（
水
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

1
月
9
日
（
月
・
祝
）
成
人
の
日
は
、
本
館
展
示
を

無
料
で
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
自
然
文
化

園
（
有
料
区
域
）
を
通
行
さ
れ
る
場
合
、
入
園
料
が

必
要
で
す
。

＊
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の
受
付
時
間
は
9
時
か
ら

17
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）
で
す
。

刊行物紹介

■陳 天璽 著
『無国籍』
新潮社　定価：580円

横浜中華街で育ちながら、空
港での入国拒否という衝撃的
な形で、自らが無国籍者である
ことを知った著者。曲折を経て
日本国籍を取得するまでを、多
くの無国籍者たちのルポを交
えつつ語った半生記。
（東京新聞 2011年10月2日
文庫書評より）

■駒井 洋 監修、陳 天璽・小林 知子 編著
『東アジアのディアスポラ （叢書グローバル・ディアスポラ1）』
明石書店　定価：5 ,250円

日本、中国、朝鮮半島出身の
ディアスポラの離散過程と現
在の状況を概観する。「国民国
家」の枠組みや日本、朝鮮の単
一民族幻想のため、移住先で
の個別研究の枠組でくくられ
研究されることが多かった東
アジア地域のディアスポラを
一つにまとめ、比較検討する。

12   13    2011年 12月号


